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｜
、
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
、
美
し
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
き
ま
り
を
守
り
、
明
る
い
ま
ち
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
礼
儀
を
正
し
く
し
、
う
る
お
い
の

あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
元
気
で
働
き
、
豊
か
な
ま
ち
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う

｜
、
思
い
や
り
の
あ
る
、
あ
た
た
か
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

市
民
憲
章

〆
） 市の烏／きじ 市の花／はぎ 市の木／まつ

画編集・発行／高萩市役所市長公室壷(0293)23-2111

「
版
画
ク
ラ
ブ
は
、
は
じ
め
半
年
間
講

座
で
勉
強
し
た
後
、
八
年
ぐ
ら
い
前
に

で
き
ま
し
た
。

「
獅
子
舞
」

「
覗
根
つ
き
」

I

中
央
公
民
館
版
画
ク
ラ
ブ

中
央
公
民
館

ち
ぎ
り
絵
ク
ラ
ブ

U

a
Ｆ

〒

５

、

“

。

■

遮
，墨も

縄

喝ゾ ロー

か

私
は
、
絵
を
描
き
た
い
と
い
う
希
望

を
も
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
自
信
が
な

く
版
画
を
は
じ
め
ま
し
た
。
大
崎
き
く

江
先
生
の
指
導
で
、
た
い
へ
ん
興
味
を

覚
え
、
現
在
ま
で
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
酉
と
須
田
さ
ん
は
話
し
て

い
ま
し
た
。

■

「
日
本
の
伝
統
の
和
紙
を
使
っ

は

て
、
貼
っ
て
あ
る
作
品
を
見
て
、

絵
で
は
な
く
素
朴
な
感
じ
が
し
て

自
分
で
も
作
っ
て
み
た
く
な
り
ま

し
た
。

ー

藤千栄さん

（高浜町）

伊

二
年
ぐ
ら
い

前
か
ら
石
田
ミ

ヨ
先
生
の
指
導

で
勉
強
し
て
き

ま
し
た
。
と
て

も
難
し
い
で
す

が
、
完
成
す
る

ま
で
楽
し
み
な

が
ら
作
っ
て
い

ま
す
唖
と
伊
藤

さ
ん
。 田とめ子さん

（高浜町）

須

寒
風
を
突
い
て
、
鋭
い
か
け
声
と
と

し
〃
い

も
に
竹
刀
を
振
る
音
が
、
海
岸
の
波
の

く
だ

あ
だ

ふ
る

砕
け
る
音
と
一
緒
に
辺
り
の
空
気
を
震

わ
せ
て
い
ま
す
。

高
萩
若
葉
剣
士
会
の
豆
剣
士
た
ち
が
、

高
戸
海
岸
で
寒
げ
い
こ
を
実
施
し
ま
し

た
。
同
会
で
は
、
市
内
の
小
・
中
学
生

約
六
十
人
が
毎
週
三
回
、
剣
道
の
練
習

を
通
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図

っ
て
お
り
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
県
の

ば
ら
賞
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

県
の
ば
ら
賞
に

市
内
か
ら
三
団
体

し
な
い
ひ
び

か
け
声
と
竹
刀
が
響
く

寒
げ
い
こ

県
で
は
、
毎
年
地
域
の
特
色
を
生
か

し
て
い
る
個
人
・
団
体
等
に
対
し
て
、

ば
ら
賞
、
ほ
う
賞
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

十
二
月
一
日
㈹
、
水
戸
市
の
武
道
館

で
昭
和
六
十
二
年
度
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
市
内
か
ら
は
次
の
三
団
体
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

○
高
萩
若
葉
剣
士
会

○
高
萩
市
民
間
交
通
指
導
隊

○
小
島
団
地
建
築
協
定
運
営
委
員
会

表
紙

E』－テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 .1152です－



謹
賀
丸
卿
汗

Ⅱ
臼
Ｔ
ｊ
ｈ
君
田
中
二
年

ｑ
鈴
木
常
平
く
ん

し
秋
山
中
三
年

五
十
嵐
清
く
ん 年賀状

& 剛呼WⅢ測刑R

た
つ
ど
し

一
九
八
八
年
は
辰
年
で
す
。

市
内
の
小
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん
は
、

ど
ん
な
夢
や
希
望
を
も
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

新
年
に
あ
た
っ
て
、
色
彩
豊
か
な
年

賀
状
を
送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

し
高
萩
中
三
年

ｑ
山
口
由
記
子
さ
ん

松
岡
中
三
年

小
室
美
智
子
さ
ん

一

/ハや、
秋
山
小
六
年

、
ま
ざ
誉
一

ｑ
松
下
真
樹
く
ん

群
i ,<f

ｂ
松
岡
小
六
年

斉
藤
孝
文
く
ん

鰍謀職
い

▲東小6年

秋田由起子さ/L
狄
牟
小
松
下
真
樹

ー

縄＄
今拝搭_もう中学生
炎に露張りに､、

8
郡玲･勉強
です〃

松剛､識6年ﾉ舞識

一
統
可
峰
”
率
②

．
巍
巍

Ｆ
零

躍
口
、磯

I

し君
田
小
六
年

ｑ
松
本
玲
子
さ
ん

し
横
川
小
二
年

た
か
え

鈴
木
貴
江
さ
ん

雲さにﾌよ[，
ペンキ"上さん

7ff』も零Qに

きけず､

力､リコ"り

tgl 1て"V

参
高
萩
小
六
年

田
中
英
司
く
ん

蝋‘‘鰻塾う騨駕

鯛？＆；

ろ



首
都
圏
の

リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

地
方
自
治
の
伸
展
と

市
民
福
祉
の
向
上
に
努
力

謹
賀
新
年

高
萩
市
長鈴

木
藤
太

高
萩
市
議
会
議
長

根
本
栄

輝かしい新春を迎え，市民のみなさまのご健勝

とご多幸をお祈り申し上げます。

現在，高萩市は21世紀を展望した，新総合計画

のもとに"海と緑を生かした産業文化都市の創造”

にむけ，着実に前進の努力を重ねています。

いよいよ，待望の常磐自動車道も今年3月に開

通の運びとなり，本市も高速道路時代に突入する

ことになります。

これを契機に， より一層の発展と飛躍を願い，

高萩～西那須野間の国道昇格など道路網の整備を

図り， この恵まれた海と温泉， 山間地域のすばら

しい自然環境を生かした開発利用をすすめ，首都

圏のリゾート地として，魅力あるまちづくりをめ

ざしていきます。

市民のみなさまの， なお一層のご理解とご協力を

お願い申し上げ，年頭のごあいさつといたします。

昭和63年の年頭に当たり，謹んで市民のみなさ

まに新年のごあいさつを申し上げます。

このたび，選挙後の初議会で,不肖私が，高萩

市議会議長に就任しました。議長に選任されまし

たからには，高萩市発展のため不偏不党の立場か

ら，地方自治の伸展と市民福祉の向上に専心努力

していきますので，市民のみなさまのご指導とご

協力をよろしくお願いします。

当市は，海と山に恵まれ， いよいよ常磐自動車

道も，春3月に全面供用開始の運びとなります。

これを機に，企業誘致や産業振興などの促進を図

り，市議会議員一同“海と緑を生かした産業文化
二人しん

都市”づくりに潭身の努力をしていきますので，

よろしくお願いします。

終わりに，市民のみなさまのご健勝とご多幸を

お祈り申し上げ， ごあいさつといたします。

（
》

日
本
道
路
公
団

東
京
第
一
建
設
局

北
茨
城
工
事
事
務
所
長

た
だ
す

藤
波
督

高
萩
市商

工
会
長

田
所
幸
男

ー

観光10選決まる 広域行政時代が到来

今年の3月に，常磐自動車道がいわ

き市まで開通します。

昭和53年にスタートした事業も, 10

年目にいよいよ完成の運びとなりますc

この間，多くのみなさんにご支援とご

協力をいただきありがとうございまし

た、

商工会では，昨年村おこし事業とし

て，観光10選の投票を実施したところ

たくさんの市民のみなさんのご協力を

いただき， たいへんありがとうござい

ました。

今春までには， その選ばれた10か所

に看板を設置して，観光めくゞりコースに看板を設置して，観光めくゞりコース

ゾいよいよ3月（

て常磐自動車道瀞

やパンフレットな

どを作成します。そのあと，市内の交通機関などと観光

めく、りの相談などもしたいと考えています。

高萩は，東京から特急で2時間と那須などと同じ条件

なので， 山間地域を利用した避暑地には最適です。これ

から来るお客さんを継続的に定着させるため， より一層

の努力と整備が必要となってきます。

高速時代をむかえ，郊外の大型店進出など，難しい問

題もありますが， これからの商業はどうしても駐車場を

持った店舗ということになってくるでしょうね。

高萩市も首都東京と直結して，本当の意味での高速道
路時代に突入します。

高萩市をはじめ， 日立市や北茨城市，十王町など周辺

市町村が，観光や産業(工業団地，住宅団地等)，教育，
医療など広域的な行政間の役割分担を考えて，一体的に
取り組む，広域行政の時代が来たといえるでしょう。

高速道路時代のもたらす，大きなインパクトを，上手
に生かして市の活性化につなげて欲しいと思っています。

みなさんにとって産業や文化など， いろいろなものが

身近になることと期待しています。

41



K,職 ､ 識
粛高

戸
地
区

常
設
委
員

大
高
実

：蕊

､ 鷺 茨
城
県

高
萩
土
木
事
務
所
長

と
も
ゆ
き

長
山
智
由

50年来の夢が実現 沖合いに人Tリーフを誇置

ふう二うめいぴ

高戸は風光明媚な海岸なので，観光

地にしようという考えが昔からありま

した。

昭和11, 12年ごろ，公園づくりとし

て高萩ビーチガーデン前の山から小浜

まで, 2m幅の道路づくりや，桜の植まで, 2m幅の道路づくりや，桜の植

今年は，昨年スタートしたC.C.Z整

備計画事業の一環として，高戸海岸の

環境整備が本格的に推進されます。

高戸海岸の沖合いには，全長350m,

1560mの人工リーフ(人工礁)が海面下

になっていますが，今年度の予算も大

高戸海岸C､C．Z・整備計画

樹など労働奉仕を

行ったこともあります。

これまで，高戸のシンボルである海岸が浸食されない

よう保全を望んで来ましたが, 50年来の夢とあわせて，

いよいよ実現される時が来たとみんなで喜んでいます。

若い人たちも，小さな船の出入りが楽になり，釣り船

などの仕事や香りの深い高戸のりなども， たくさんとれ

るようになるのではないかと期待しています。

また，小浜から万葉の道まで通れるようになると， ‐と

ても便利になるので早く整備して欲しいですね。

に設置される計画になっていますが，今年度の予算も大

幅に伸び， 当初5年の事業計画が3年ぐらいに短縮され，

今年度中に約250mの人工リーフが設置される予定です。

また，高浜．有明海岸の離岸堤整備についても，今年

4基目ができる予定で，近い将来は階段護岸（全体計画

延長2,630m)もあわせて整備され，海辺のふれあいを楽

しむことができるようになりますo
み‐‘ こつ

そのほか，高萩土木事務所では，肋骨道路の整備や花

貫川の河川改修などを通して，地域の発展，基騨整備に

努めていますので，今後ともご協力をお願いします。

ー

…
もり

｢シエーブアツブ｣の杜づくり
、蕊

湛
… 県内最大の人造湖

高萩の温泉は，ナトリウム硫酸
ぼうしょうせん

塩泉（旧芒硝泉）で，高萩温泉病

院や特別養護老人ホーム松籟荘の

リハビリ治療に使用していますが，

非常に効果をあげています。

この温泉を利用した短期滞在型（3

）の健康増進施設「クアハウス」

昭和70年代前半に，完成が予定

されている小山ダム建設事業は，

総事業費380億円（現在試算）とな

っていますが,現在,約75％の用地

買収が終了しました。

横川地区の15戸の水没家屋のみ

なさんも，今春ごろには移転が完

了する予定です。

また,仙道坂から3.7kmの工事用

道路も，今年度後半には用地買収

に入りたいと思っています。引き

続き市民のみなさんのご協力をお

願いします。

愛正会理事長

金川一郎

茨城県久慈水系ダム

建設事務所長
いかるぎ

鵤木 徹
ー

今年は，

泊4日程度）の健康増進施設「クアハウス」

(多目的温泉保養館)の建設に着手する予定で

す。

若い人たちが集まれる美容コース，一般健

康コースなどを持ったクアハウスに滞在リゾ

ー|､施設や温泉う°一ル，露天風呂， はだしで

小山ダムは完成

すると，県内最大

の人造湖（花貫ダ

ムの約6倍） とな

り， ダム周辺の環

境を整備すれば，

観光地としてすば

らしいところにな

るでしょう。

品



十
一
月
二
十
七
日
㈱
か
ら
二
十
九
日

側
ま
で
の
三
日
間
、
は
じ
め
て
の
催
し

と
し
て
市
乢
体
育
館
で
、
青
少
年
美
術

・
書
道
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
市
内
の
保
育
所
や
小
学
．

中
学
生
・
高
校
生
の
作
品
、
約
一
、
五

○
○
点
が
展
示
さ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た

市
民
の
み
な
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
て
の
高
萩
市
青
少
年

高戸海岸C.C.Z.整備計画
美
術
。
書
道
展

「－シ卜障ア高萩」

シンボルマーク
丸円枠内の左側の緑色

は、高戸海岸の海食崖と

山の緑を、右側の水色は

空の色を、下側の青色は

太平洋の海原として表現、

そして円中央部のヨット

は当海岸一帯をマリンビ

ーチスポーツの場として

整備するため、マリンス

ポーツの華・ヨットを図

案化しました。

ヨット右側の赤色の斜

線は市の木・市の花・市（

配置しました。

市の花・市の

④（
．
》 烏を線でとらえ アクセントとして

茨
城
県
芸
術
祭
合
唱
演
奏
会
が
、
十

二
月
六
日
側
、
文
化
会
館
で
開
か
れ
、

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
披
露
し
ま
し
た
。

一
部
は
、
県
北
地
域
の
各
合
唱
団
に

よ
る
す
ば
ら
し
い
歌
の
披
露
、
ま
た
二

部
で
は
水
戸
市
出
身
の
佐
藤
眞
さ
ん

の
作
曲
し
た
「
土
の
歌
」
を
佐
藤
さ
ん

自
身
の
指
揮
に
よ
り
、
高
萩
市
民
合
唱

川
、
日
立
市
民
混
声
合
唱
川
、
北
茨
城

市
民
合
唱
団
、
若
竹
会
、
ど
ん
ぐ
り
会

が
合
同
混
声
合
唱
で
歌
い
ま
し
た
。

高
萩
・
北
茨
城
市
民
合
唱
団
は
、
年

齢
、
職
業
も
幅
広
く
野
口
雨
情
作
詩
の

「
赤
い
靴
」
や
「
七
つ
の
子
」
な
ど
を

合
唱
、
他
の
合
唱
団
と
と
も
に
客
席
か

ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

美
し
い
ハ
Ｉ
モ
ニ
ー
を
披
露

茨
城
県
芸
術
祭
合
唱
演
奏
会

家
屋
の
取
り
こ
わ
し
を
し
て
「
家
屋

の
滅
失
届
」
を
提
出
し
て
い
な
い
か
た

は
、
一
月
末
日
ま
で
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

届
け
出
の
用
紙
は
、
税
務
課
に
用
意

し
て
い
ま
す
。

家
屋
を
取
り
こ
わ
し
た
ら

滅
失
届
を

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
も
元
気
に
健
康
で
過
ご
す
た
め

に
、
あ
な
た
は
検
診
を
進
ん
で
受
け
て

い
ま
す
か
。

あ
な
た
の
健
康
は
、
あ
な
た
し
か
守

れ
ま
せ
ん
。
検
診
を
受
け
安
心
を
得
る

八
お
元
気
で
す
か
裸
催
婦
で
す
Ｖ

健
康
診
断
の
受
診
５
つ
の
心
得
こ
蛙
が
誰
癖
唾
守
轄
恥
小
海
控
潭
痒
健

あ
け
ま
し
て

康
診
断
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

す

画プ

②集団検診をのがした

人でも、 40歳（できれ

ば35歳）をす~ぎれば、

自分からすすんで健康

診断を受ける。

⑪健康保険組合や市で

実施する定期健康診断

や成人病健診、がん検

診などの健康診断は必

ず受ける。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
へ

念
二
三
’
一
二
一
一
内
線
二
○
五

）

⑤異常がなくても、将

来にわたっての健康が

約束されたわけ~ではな

い。弓 き続き健庚な生

活を。

④1年に1回、欠かさ

すに受ける。昨年、異

常かなかったので、今

年はパス、というよう

な受け方は危険

⑧「要精検」の通知か

あれは必ず検査を受け

る｡(異常があることは

少ない。むしろ疑いを

晴らすために行う｡)

⑪



花
園
山
に
も
猿
に
関
す
る
伝
説
が
あ

る
。
治
承
四
年
二
一
八
○
）
八
月
、

佐
竹
秀
義
は
金
砂
山
城
に
立
て
こ
も
り

源
頼
朝
（
よ
り
と
も
）
の
攻
撃
を
う
け

た
。
叔
父
の
義
季
（
よ
し
す
え
）
の
裏

切
り
に
よ
っ
て
城
は
陥
り
、
秀
義
は
姿

を
く
ら
ま
し
、
花
園
山
に
赴
い
た
と
い

う
風
聞
で
あ
っ
た
。

そ
の
と
き
秀
義
は
花
園
山
の
猿
ヶ
城

渓
谷
に
あ
る
岩
窟
に
隠
れ
た
と
伝
え
ら

十
一
月
二
十
五
日
㈱
、
文
化
会
館
で

第
五
回
県
北
地
区
障
害
者
福
祉
週
間
記

念
集
会
が
開
か
れ
、
「
障
害
者
と
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
て
の
記
念
講
演

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
日
舞

第
五
回
県
北
地
区
障
害
者

福
祉
週
間
記
念
集
会

高萩の薔議迄

民俗

三輪山神婚説話

（12）

志田
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目＝画

同子

れ
て
い
る
ｃ
秀
義
は
従
者
数
十
騎
で
花

園
山
に
逃
れ
た
が
、
雨
露
を
し
の
ぐ
と

こ
ろ
も
な
く
、
岩
窟
に
隠
れ
、
猿
に
食

糧
を
給
せ
ら
れ
て
越
年
し
た
と
い
う
の

で
あ
る
。

佐
竹
秀
義
が
、
花
園
山
に
逃
れ
た
の

は
史
実
で
あ
ろ
う
。
金
砂
山
や
真
弓
山
、

堅
破
山
、
花
園
山
に
は
天
台
宗
の
山
岳

寺
院
が
開
か
れ
て
お
り
、
佐
竹
氏
と
の

関
係
も
密
接
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
金

砂
山
城
を
逃
れ
た
秀
義
は
、
真
弓
山
、

堅
破
山
の
僧
徒
の
援
助
を
受
け
な
が
ら

花
園
山
に
至
り
、
時
機
の
到
来
を
侍
っ

た
の
で
あ
る
。
秀
義
が
猿
ヶ
城
の
岩
窟

に
隠
れ
、
猿
に
食
糧
を
給
せ
ら
れ
て
越

年
し
た
と
い
う
伝
説
に
も
深
い
意
味
が

あ
る
。
猿
は
日
吉
山
王
社
の
神
使
と
さ

れ
て
い
る
の
で
、
秀
義
は
花
園
山
の
日

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
九
日
の
「
障
害
者
の
日
」
か
ら

は
じ
ま
っ
た
障
害
者
福
祉
週
間
を
意
義

あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の

で
、
県
北
九
市
町
村
か
ら
約
六
百
三
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
七
日
③
、

文
化
会
館
で
「
健
康
な
子

ど
も
を
育
て
る
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
第
二
回
市
民

健
康
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま

し
た
。
教
育
関
係
者
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
市
民
の
み
な
さ
ん

な
ど
約
百
五
十
人
が
参
加

し
て
、
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ

.ー

吉
山
王
社
の
加
護
と
援
助
を
受
け
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ウ
ム
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た

§職嘩轌癖#藻蕊燕溌軽壷謎畠
ｑ
写
真
は
花
園
神
社

『

詰
ン
虹
ネ
ジ
句
ム

塑
畢
テ
象
に
む
め
凍
黛

圭
寮
舌

七
塵
丞
そ
》
え
退
蝿
１
４

勗
氏
も
草
，
・
・
妃
十
段
卜

奄
ｘ
ｆ
Ｆ
４
４

雷
ド

蕊

陽 & I”

j偶蕪

垂

Ｊ
品

更
新
期
間
一
月
二
十
七
日
伽
か
ら
二

十
九
日
㈱
ま
で
（
期
間
中
に
手
続
き
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
）

更
新
場
所
保
険
年
金
課

持
参
す
る
も
の
①
老
人
医
療
受
給
者

証
・
健
康
手
帳
②
加
入
保
険
の
保
険
証

③
印
か
ん

※
詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
へ

壷
二
三

一
二
二
内
線
二
三
三

老
人
医
療
受
給
者
証
・
健
康
手
帳
は

お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
更
新
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
一
月
に
老

人
保
健
法
が
改
正
さ
れ
、
健
康
手
帳
の

様
式
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
今
回
、
経
過
年
数
が
五

年
未
満
の
老
人
医
療
受
給
者
証
・
健
康

手
帳
も
あ
わ
せ
て
更
新
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

大
正
六
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ

た
七
十
歳
以
上
の
か
た
の
、
老
人
医
療

受
給
者
証
・
健
康
手
帳
を
一
斉
に
更
新

し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

老人医療受給者証・

健康手帳を一斉更新 ー

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆

田
所
書
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と
・

高
浜
や
お
け
ん
、
野
木
商
店
、
文
化
会

館
（
念
二
三
’
七
四
一
二

入
場
券
発
売
中

じ
か
ん
午
前
十
時
、
正
午
、

時
（
三
回
上
映
）

入
場
料
大
人
一
、
○
○
○
円

高
校
生
八
○
○
円

中
学
生
以
下
七
○
○
円

（
当
日
は
、
各
二
○
○
円
増
）

糞
化
舎
鱈

も
聖
お
し
も
⑳

稗
催
様
か
・
わ
、

小
さ
鈴
農
あ
贈
、

｜
月
十
七
日
日

第
五
回
名
画
鑑
賞
会

ハ
チ
公
物
語 .■費

午
後

一→

ブ



番

弓日曜当番医⑦
尋

蔦

蝿

時間は，いずれも午前9時から午後4時までです

善
意
仇
霧

善
意
あ
り
が
と
う

う
つ
き
て
る

○
卯
都
木
曄
さ
ん
本
町

三
万
一
千
九
百
三
十
七
円社

会
福
祉
へ

○
手
芸
ク
ラ
ブ
一
同

二
千
五
百
円
社
会
福
祉
へ

○
佐
藤
節
子
さ
ん
安
良
川

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

一陽来復
旭日にそまって駅が姿をあらわすと，静かな町に人び

けはい

との働き出す気配が起こります。

駅という言葉は，馬つぎ場のことで，転じて，次から

次へとおくり,伝える,続くの意があるそうですが， 1988

年が明るく続いてほしいと思います。
ゆういち

高萩美術協会員大崎宥一 雲I（
）

－q■■■■■■ I■■■■■■ q■■■■■■－－回■■■■■■ ■■■■■■■－

二
十
万
円
香
典
返
し
畦
荊
鯏
保
育
所
に
入
る

○
鈴
木
信
子
さ
ん

お
子
さ
ん
を
募
集
し
ま
す

○
松
本
利
政
さ
ん
横
浜
市

三
万
円
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
に
昭
和
六
十
三
年
度
に
保
育
所
（
園
）

○
高
萩
駅
に
入
る
お
子
さ
ん
の
受
け
付
け
を
行
い

四
万
四
千
八
百
七
十
円
社
会
福
祉
へ
ま
す
。

○
Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
星
通
信
所
受
付
期
間

四
万
二
千
円
社
会
福
祉
へ
昭
和
六
十
三
年
一
月
十
一
日
㈲
か
ら

ぬ
か
が

○
額
賀
シ
ズ
さ
ん
大
和
町
一
月
三
十
日
出
ま
で

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部
受
付
場
所

圏
寄
贈
・
図
書
館
へ
福
祉
事
務
所
社
会
係

古
書
寄
贈
（
申
請
書
類
も
こ
こ
で
交
付
し
ま
す
。
）

○
松
本
勝
男
さ
ん
上
手
綱
募
集
人
員

新
本
寄
贈
高
萩
保
育
所
六
十
人

○
鈴
木
公
文
さ
ん
石
滝
秋
山
保
育
所
六
十
人

司
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐

釧
洲
副
拙

｜
募
集
人
員
三
十
五
人
参
加
料
一
万
八
千
円
（
車
中
一
泊
）
｜

｜
参
加
料
二
万
二
千
円
申
し
込
み
期
間
一
月
二
十
日
伽
ま
で
一

一
申
し
込
み
期
間
二
月
一
日
㈲
か
ら
十
に
現
金
を
添
え
て
勤
労
吉
少
一

一
日
㈱
ま
で
（
た
だ
し
、
定
年
ホ
ー
ム
へ
（
た
だ
し
、
定
一

員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
ら
貝
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
ら
一

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

｜
申
し
込
み
方
法
参
加
料
を
添
え
て
市
※
詳
し
く
は
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ
｜

民
体
育
館
へ
壷
二
三
’
七
一
七
七

念
二
三
’
二
五
五
二

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

市
民
ス
キ
ー
教
室
の

参
加
者
を
募
集
ノ
．

と
き
二
月
十
九
日
㈱
か
ら
二
十
一

日
㈲
ま
で
の
二
泊
三
日
（
二

月
十
九
日
㈱
十
八
時
市
民
体

育
館
前
出
発
）

と
こ
ろ
山
形
県
蔵
王
ス
キ
ー
場

ｨｰ、
ヒシ

ま
で
の
二
泊
二
一
日
一

と
こ
ろ
山
形
県
蔵
王
一

ス
キ
ー
場

対
象
者
市
内
に
居
住
一

も
し
く
は
、
勤
務
す
一

る
独
身
の
男
・
女
一

募
集
人
員
三
十
五
人
一

同
仁
東
保
育
園
九
十
人

聖
徳
保
育
園
六
十
人

松
ヶ
丘
保
育
園
六
十
人

あ
お
ぞ
ら
保
育
園
六
十
人

※
入
所
基
準
、
保
育
料
、
そ
の
他
、
詳

し
く
は
福
祉
事
務
所
社
会
係
へ

念
二
三
’
一
二
一
一
内
線
三
五
六

還
付
の
た
め
の
確
定
申
告

は
、
二
月
一
日
㈲
か
ら

確
定
申
告
を
す
る
と
税
金
が
戻
る
場

合
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。

確
定
申
告
の
期
間
は
、
二
月
十
六
日

㈹
か
ら
三
月
十
五
日
㈹
ま
で
で
す
。

し
か
し
、
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た

め
の
還
付
申
告
書
は
、
二
月
一
日
㈲
以

降
で
あ
れ
ば
、
二
月
十
六
日
㈹
以
前
で

も
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

還
付
の
た
め
の
確
定
申
告
は
、
お
早

め
に
。
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－テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 .1152です－ ②

幸舌

2月7日
＝

2月14日

白土医院；

:諸原医院

十王医院

宙太田丁

高戸

22－2697
1

23－3113

32－3266

2月21日 |立花医院
2月28日 |宍戸医院

束本岡」

安良jli l 2j皇2紬：
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